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要 約 
 本研究では，モモの消費と消費者意識について検討し，モモ消費拡大による地域活性化を目指すためのフードシス

テムについて考察した．山梨県は，農業生産額のうち 63.2%が果実を占める果樹王国であり，安定した果物の生産お

よび消費量を維持することが果樹産業活性化のためには重要となっている．しかし，我が国の果物およびモモの消費

量は減少傾向にあり，山梨県のモモ農家の経営についても衰退傾向が見られた．そこで，モモ消費拡大に向けた対策

を検討するため，山梨県のモモ生産にかかわる状況について調査した結果，生産者側というよりむしろ消費者側への

消費拡大に向けた対策が必要であると考えられた．モモの消費に関する意識別に消費者を 6 つに分類し行動変容へア

プローチしやすい段階の消費者について考察した結果，「包装などの提供形態の工夫」および「消費者に有益な情報

の提供」によりモモ消費拡大に向けた行動変容に効果があると考察された．

 

1. 緒 言 
山梨県は，農業生産額のうち 63.2%が果実を占める果樹

王国 1)であり，豊かな自然と恵まれた気候・風土を活かし，

江戸時代から甲州八珍果として「ブドウ」，「ナシ」，

「モモ」，「カキ」，「クリ」，「リンゴ」，「ザクロ」，

「ギンナンまたはクルミ」が生産されてきた．モモは古く

から生産されている県の重要な農資源の 1 つであり，県の

果樹産業としても重要な位置を占めている．平成 27 年産

（2015）の山梨県のモモ栽培面積は 3,220 ha，収穫量は

38,600 t となっておりそれぞれ全国の 33%，32%程度を占め

全国 1 位となっている 2)．モモの栽培地は産地変遷によっ

て時代と共に変化した 3)とされており，昭和初期の主産地

は神奈川県，岡山県，広島県の順となっていたが，1955

（昭和 30 年）には岡山県，山梨県，福島県の順，1985 年

（昭和 60 年）には福島県，山梨県，長野県の順，そして

2010 年（平成 22 年）は，山梨県，福島県，長野県の順と

なっている．1,000 ha 以上のモモ栽培県は関東以北の諸国

に集中しているが，その理由として戦前から畑作地帯で盛

んに行われていた養蚕の衰退とともに桑の代替作物として

導入されたと言われている 4)． 

新・やまなし農業大綱5)では，果樹をはじめとする高品

質な農産物や農村景観を地域の魅力として発信し続けられ

る「やまなし農業」を目指すべき姿としている．やまなし

農業の実現のためには，新たな視点に立ち，高品質化・販

路開拓による儲かる農業の展開，活気に満ちあふれた農山

村の創造を目標とするとしており，そのための取り組みの

一つとして，消費者や市場の需要を喚起する販売戦略を強

化する提案が必要とされてきている．しかしながら，日本

政策金融公庫甲府支店が行った農業者経営調査では，天候

不順が着色や収穫量などに影響したことが要因とされてい

るが，2015年のモモ経営について悪かったと回答したのは

58.1%6)となっており，モモの農業経営は順調とは言いがた

い状況となっている． 

また近年，地域の食を観光資源のひとつとして捉えるフ

ードツーリズムへの注目が集まっており，山梨県において

も魅力向上を目指している．「地域の食を主な目的とした

国内旅行で最も印象に残っている地域の食とその都市・観

光地，単価」の結果7)では，山梨県勝沼町のワインが注目

され，「ワイナリー巡り」が11位となることができたもの

の，モモに関する評価は見られなかった．筆者の印象から

も山梨県イコール「モモ」という認知は，山梨県から離れ

た地域ほど低いと感じられており，モモによる地域の魅力

向上については課題が残されていると考えられる．一方で，

好きな果物の調査8)では，ミカン・リンゴにつぐ上位に位

置するとされ，贈り物に欲しい果物の調査結果では，白桃

が夕張メロン・イチゴ・マスクメロンについで男性で4位

（39.4%），女性ではイチゴにつぐ2位（55.2%）9)となる等，

モモのもつポテンシャルは大きいものと推察される． 



 

 

そこで筆者は，モモの消費量および価値を増やし，モモ

が地域の目玉となるような消費拡大策を検討することとし

た．これまでの調査は，生産者を中心としたものが多く，

消費者視点に立っていない点が問題であると感じられた．

モモの消費拡大策をより有効なものとするには，受け手と

なる消費者の意識分析と購買意欲変容への対策が不可欠で

あるため，本報告では関連文献を基に消費者の意識分析を

行い，購買意欲の変容の可能性を考察した． 

 まず3～4章では，我が国の果物の摂取量・消費量や果物

に関する実態に関する情報を収集し，5～6章でモモの消費

量および消費状況について調査を行った．7章では，3～6

章の調査結果から山梨県の現状を分析したところ，農業生

産者側ではなく消費者側の意識を分析し，それぞれの消費

者の購買意欲を変容させるための対策が必要であると考察

されたため，報告することとした． 

 

2. 研究手法 

文献調査および山梨県モモ生産関係者等からのヒア

リング（註 1）により，現状分析を行った．分析手法と

しては，「熊本大学名誉教授の徳野貞雄氏の消費者区

分」10)，「公益財団法人中央果実協会が実施したアンケ

ート調査報告書」11)および「トランスセオレディカルモ

デル（註 2）」12),13)を援用してセグメント区分を行い，

それぞれに関連する情報の分析から適切な購買意識拡

大への考察を行った．  

 

3. 我が国の果物摂取量・消費量 
厚生労働省 国民健康・栄養調査結果 14)を参照する

と，我が国の全国一人一日あたりの果実類摂取量の年

次推移は，1975 年から 2014 年にかけて 46%近い減少と

なっており，近年では 100～120 g 前後の摂取量となっ

ている（図 1）．2003 年（平成 15 年）と 2013 年（平

成 25 年）の年齢階級別の果実類摂取量を比較 15)すると，

2013 年では 70 歳以上の年齢層以外において，全ての年

齢層で果実類摂取量が減少傾向を示している（図 2）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 果実類摂取量の年次変化 

（全国，一人一日あたり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 果実類摂取量の平均値の年次変化 15) 

（20 歳以上，男女計・年齢階級別） 

 

また，平成 26 年の国民健康栄養調査第一部栄養素等

摂取状況調査の結果第 8 表の 116)を参照すると，一人一

日あたりの果実類摂取量は，全ての年代で 0 g の割合が

最も高くなっており，果実類の摂取習慣は薄れてきて

いると言える（図 3）． 

総務省家計調査による果物の支出金額 17)では，消費

支出に占める食料支出割合は増加しているにもかかわ

らず，食料支出に占める果物支出は横ばい，モモ支出

については 2000 年と比較して 2015 年では僅かに減少

傾向となっている（表 1）．  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 年代別の果実類摂取量 

（平成 26 年の国民健康栄養調査第一部栄養素等摂取状況調査の結果第 8 表の 1 を基に筆者作成、一人一日あたり） 

 



 

 

表 1 家計調査による果物およびモモ支出割合 17) 

 

世界の一人一日あたり果物消費量 18)を参照すると，

我が国では 140 g である消費量に対し，世界の平均摂取

量は 203 g，オランダやオーストリアでは 400 g 近い消

費量となっていることから，我が国の果物摂取量・消

費量は年々減少傾向にあり，世界と比較しても少ない

状況であることが分かった．日本では，果物はまだま

だ嗜好品としての意識が強く，特に若年層での果物離

れにより，摂取量の不足が続いていると考えられる． 

 

4. 栄養政策実施に関連する指針と果物 
我が国では，昭和 60 年に健康づくりのための食生活

指針が策定され，平成 12 年 3 月，文部省（現文部科学

省），厚生省（現厚生労働省），農林水産省の 3 省が連

携した新しい食生活指針において，果物は野菜と同様に

毎日の食生活にとって必需品であると位置付けられた．  

平成 17 年には食生活指針を具体的な行動に結びつけ

るための「食事バランスガイド」が厚生労働省および農

林水産省により策定された．食事バランスガイドでは，

5 つの区分毎に「つ（SV）」という単位が用いられ，果

物についてはビタミン C，カリウム等を含む主材料の重

量約 100g を SV として，2SV の摂取が基準とされてい

る 19)．農林水産省では，健康の維持増進を目的として，

日本人の毎日の食生活に果物を定着させるために 1 人 1

日 200 g 以上果物の摂取を推進する「毎日くだもの 200

グラム運動」に取り組んでいる．果物の小売業者，生産

団体，その他の関係機関等が，各々独自の果物の販売活

動や果物に関する知識の普及啓発活動に際し，毎日くだ

もの 200 グラム運動の指針やホームページの情報を活用

することで，全国が一体となり果物の消費拡大を図る取

組が行われている． 

 

5. モモをターゲットとした調査 
5－1 全国のモモ生産と消費について 

平成15年産（2003）からのモモの結果樹面積および収

穫量を表2に示した20),21)．結果樹面積については，2003

年をピークとして徐々に減少傾向が見られ，2014年では

ピーク時と比べて650 ha減少していた．収穫量について

も，天候などの影響等による年次差があるものの，ここ

10年では減少傾向が見られている．果樹の栽培面積減少

には，生産者の高齢化が影響しているとされている22)． 

モモの消費について，総務省家計調査年報23)を参照する

と，2003～2015年ではモモへの支出金額はほぼ横ばいと

なっており，平均支出金額は1271円（年間1世帯あた

り），購入数量については1,500～2,300gの間を変動する

値を示していた（図4）．2015年の家計調査年報世帯主

の年齢階級とモモ購入量を比較すると24)，年齢階級が29

歳までは104 g，30～39歳は372 g，40~49歳は697 g，50

～59歳は1,389 g，60~69歳は2,298 g，70歳以上は2,243 

gとなっており，モモは年齢が低いほど購入数量が低い

果物の一つとなっている．この傾向は他の果物でも見ら

れているが，年代別の果物購入差が比較的小さいのはバ

ナナ・ミカン・ブドウであり，剥皮にナイフを必要とす

るリンゴ・ナシ・モモ・カキ等は若年層ほど差が大きい

25)とされている．したがって世帯主が若年層であるほど，

皮を剥くことを面倒であると感じる傾向が見られている． 

 

表2 全国と山梨県の結果樹面積と収穫量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4 モモへの支出金額および購入数量の推移23) 

  

5－2 山梨県のモモ生産状況について 

山梨県における2003年からのモモの結果樹面積および

収穫量の推移を表2に示した20),21)．結果樹面積について

は2006年をピークに横ばいとなっていたが，ここ数年で

は減少傾向となっている．収穫量の推移についても，全

国とほぼ同様の傾向を示している． 

モモは，大きく分類すると早生種・中生種・晩生種の

2000年 2005年 2010年 2015年
消費支出に占める食料支出割合 25.57 25.01 25.40 27.19
食料支出に占める果物支出割合 1.17 1.09 1.05 1.13
食料支出に占めるモモ支出割合 0.16 0.15 0.14 0.13

（％）

全国 山梨県 全国 山梨県
2003 10,500 3,190 157,000 55,800
2004 10,300 3,210 151,900 53,400
2005 10,300 3,250 174,000 60,200
2006 10,300 3,280 146,000 51,600
2007 10,200 3,280 150,200 54,100
2008 10,100 3,280 157,300 52,800
2009 10,100 3,280 150,700 50,200
2010 10,000 3,280 136,700 47,900
2011 9,980 3,280 139,800 49,500
2012 9,950 3,270 135,200 44,800
2013 9,890 3,260 124,700 39,100
2014 9,850 3,250 137,000 46,500

 結果樹面積（ha） 収穫量(ｔ)
年



 

 

3種類があり，成熟日数が100日以下の早生種（うち80日

以下の極早生種），成熟日数が101日～130日までの中生

種，成熟日数が131～145日までの晩生種（うち146日以

上の極晩生種）に分類されている26)．平成25年産特産果

樹生産動態等調査27)より，全国と山梨県のモモ生産状況

の内訳を確認すると（図5，6），割合に差異が見られる

ものの，全国の上位6品種とほぼ同様の内訳となってい

た．山梨県では中生種の白鳳・早生種の日川白鳳・中生

種の浅間白桃・中生種のあかつき・晩生種の川中島白桃

・極早生品種のちよひめが上位6品種となっていた．山

梨県では，全国と比較して早生品種である日川白鳳の割

合が多く，早い時期から遅い時期までモモを供給できる

ため，市場としての価値は期待される品種構成となって

いる．農林業センサス2015の「販売目的で栽培した果樹

類の品目別栽培経営体数と栽培面積」結果によると28)，

山梨県の露地栽培面積は7,002 ha，施設栽培面積は106 h

aとなっており，施設栽培面積は露地栽培の1.5%程度に

留まっている．同調査のモモ栽培面積2,616 haの内訳の

詳細は不明であるが，割合から，モモ栽培においても大

部分が露地栽培であることが推定される．また，過去の

報告4)からは，山梨県一宮町での施設栽培面積は総モモ

栽培面積の1%であるに過ぎないとされていることから

も，山梨県のモモ栽培においては，大部分が露地栽培と

なっていることが示唆される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 全国における食用モモの生産割合27) 

（上位6つを抽出） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6 山梨県における食用モモの生産割合27) 

（上位6つを抽出） 

5－3 モモの価格について 

青果物卸売市場調査報告都市類別にみた果実の卸売数

量・価額・価格累年統計29)によると，モモの平均取引価

格は1990年以降300円後半～400円後半の価格で横ばいと

なっている（図7）．平成27年（2015）の主要卸売市場

における月別のモモ卸売平均価格では，4，5，11，12月

が高値となっており，露地栽培の最盛期から外れた時期

の施設栽培のモモが高値を示している（図8）30)．一方

で，山梨県のモモ栽培は大部分が露地栽培であるにもか

かわらず，果実の主要消費地域別・産地別の卸売数量及

び卸売価格31)は，高値を示している．調査結果によると，

山梨県産モモは，神戸市の492円/kgおよび福岡市の624

円/kgを除き，札幌市・仙台市・東京都・横浜市・金沢

市・名古屋市・京都市・大阪府において他都道府県のモ

モ卸売平均価格より高い価格で取引されており，8地域

での価格帯は最安値が仙台市の537円/kg，最高値は京都

市の713円/kgとなっていた． 

したがって，山梨県産モモの平均卸売価格を評価する

と，各主要消費地において安定した高値を示していた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7 モモ1kgあたりの価格変化29) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8 モモ1 kgあたりの月別平均価格の推移 

（平成27年） 



 

 

6. モモの販路に関する調査 
6－1 山梨県の現状調査 

山梨県内の農業生産法人の方への聞き取り調査による

と「正規に出荷される良品モモは93%」，「はねだしモ

モ6%」，「生果として出荷されないモモ（加工用）1

%」と言われており，生食用のモモの販路が大きい状況

となっている．山梨県のモモ販売価格では，加工原料用

の果実は，ジュース等加工業者に販売されたり，洋菓子

店でのフェアに利用されたりといった活用がされている

ものの，一般的にモモ販売金額は生果の1%以下と言わ

れており，市場規模としては生食用のモモが大部分を占

めている状況となっている． 

6－2 輸出に関する調査 

青果物の品目別輸出額（2014年）によると，日本のモ

モの輸出額は8億円となっており，青果物全体の5%を占

めている．青果物（果実・生鮮野菜）全体については，

平成32年（2020）までに250億円に拡大することを目標

としており，モモも重点品目に位置づけられている32)．

現状でのモモの輸出先は，台湾と香港が大部分を占めて

おり33)，山梨中央銀行における香港レポート34)を参照す

ると，香港など中華圏ではモモは美味しい縁起物とされ，

なかでも日本の山梨と岡山のモモが高級品質と認識され，

人気が高いと言われている．平成27年12月に山梨県農政

部農政総務課により作成された新・やまなし農業大綱5)

では，平成26年現況524百万円の県産果実の輸出額を平

成31年には710百万円へと増加させる目標値となってお

り，モモの輸出による消費拡大も期待されている． 

 

7. 消費者の分類と考察 
－モモ消費と消費者意識の考察－ 

山梨県におけるモモ栽培では，結果樹面積および収穫

量，モモ消費量も減少傾向にあるにも関わらず卸売価格

では安定した高値となっており，現状のモモ農家の栽培

形態などを見直す必要性は低いと推察される．一方で，

「5.モモをターゲットとした調査」および「6.モモの販

路に関する調査」のデータから，山梨県のモモ産業を発

展・持続させるためには，生食用モモの需要を拡大させ

ることが重要であると示唆された．そこで本報告では，

生産者側の視点ではなく消費者側の視点から，モモの消

費量が減少傾向となる要因を考察し，消費拡大を目指す

ためのフードシステムについて検討することとした． 

まず，熊本大学名誉教授の徳野貞雄氏は，日本の農業・

食糧問題における消費者として，「期待される消費者」

「分裂型消費者」「健康志向型消費者」「どうしようも

ない消費者」の4つに分類し定義している10)．また，公

益財団法人中央果実協会が実施した平成26年度果物の消

費に関するアンケート調査報告書においても，調査結果

を果物の摂取頻度ごとに「意識していて，食べている」

「意識しているが，食べていない」「意識していないが，

食べている」「意識していないし，食べていない」の4

つに分類して結果を考察している11)．これらの情報から，

モモの消費拡大について検討する際には消費者を分類し

た上でそれぞれの要因および拡大案を検討することが重

要であると考えられた．そこで本報告では，4つの消費

者分類情報に筆者が感じている地域差としての消費者の

分類「主要モモ産地ではない地域の消費者」「海外の消

費者」を加えた6つの消費者に分類し，それぞれの消費

者の意識とモモ消費拡大を目指すために考えられる対策

について考察することとした．なお，消費拡大に向けた

アプローチについては栄養教育で用いられるトランスセ

オティカルモデル（行動変容段階モデル）12),13)に基づき

考察した． 

7－1 モモを好んで積極的に食べる消費者（維持期） 

徳野氏の消費者の4分類によると，維持期の状態にあ

ると考えられる「期待される消費者」は最も割合が低い

とされている10)．筆者の印象からもモモを好んでさらに

積極的に食べる消費者は6分類のなかでは貴重な消費者

であると感じている．トランスセオティカルモデルにお

ける維持期にあたるこれらの消費者に継続してモモを食

べ続けてもらえるようにするためには，果物を好んで食

べている消費者の傾向を理解することが重要となる．こ

の消費者の傾向を検討するため，公益財団法人中央果実

協会が実施した平成26年度果物の消費に関するアンケー

ト調査報告書（果物1日摂取量150 g以上の層）を参照す

ると，果物を意識していて食べている理由は，「健康に

良いと聞いたから」および「生活習慣病の予防になると

聞いたから」という割合が他の層と比較して最も高い値

を示していた11)．このことから，モモを好んで積極的に

食べる消費者にはモモを継続して食べたいと感じられる

ような機能性や効用などの有益な情報提供が効果的であ

ると考えられる．具体的には，「カロテノイド類とポリ

フェノール類が多い35)，糖尿病に予防効果がある36)，美

白効果がある37)，ダイエットや冷え性の解消に効果があ

り，総食物繊維量はゴマやサツマイモより多く，ビタミ

ンEはウナギと同程度38)」という報告も見られることか

ら，今後機能性研究を進めることにより，モモの需要を

高めることができると期待される．2015年（平成27年）

4月から始まった機能性表示食品の市場規模は，2016年

には2015年見込みの303億円に比べて2.3倍の699億円と予

測されている39)．それを裏付ける一例として，生鮮食品

初の機能性表示となった三ケ日ミカンは，表示開始後の

初せりでは前年より良い値がついたと報道40)されていた．



 

 

表示の効果についてはまだ明らかになっていないが，大

田市場関係者にはかなり認知され始めているとのことで

あった．これらの状況からも，今後の機能性情報に関す

る関心はより高まる傾向にあるものと推察され，モモに

ついても検討する価値があると考えられる． 

7－2 モモを好んでいるが食べていない消費者 

（関心期） 

モモを好んでいるのに食べない理由として，価格や入

手のしにくさなどの環境面での問題もあることは承知し

ているが，本報告では消費者の意識面について考察する

こととした．公益財団法人中央果実協会が実施した平成

26年度果物の消費に関するアンケート調査報告書（果物

1日摂取量150 g以上の層）を参照すると，「意識してい

るが食べていない人」が果物を摂取するようになったき

っかけは「健康に良いと聞いたから」が44.6%で最も多

く，ついで「家族が習慣的に食べていたから」が39.3%

となっていた11)．したがって，モモが好きという意識や

関心はあるものの，家族が習慣的に食べているような食

習慣がないことが一要因であると考えられる．果物の習

慣的摂取は幼い頃からの食習慣による行動変容が大きい

41)とされることからも，幼少期からの食育が重要な役割

を果たすことが想像される．関心期の段階では，負担の

軽減や意思決定の支援を行うことが重要とされる42)こと

からも，食習慣に結びつけるための食育に寄与できる形

態での提供が必要であると考えられる．剥皮にナイフが

必要となる果物は若年層で摂取量が減少する傾向がある

25)という結果からも，手を汚さずそのまま食べられるよ

うな簡易的で食べやすい包装形態とすることにより，意

識して食べる習慣となるような行動変容につなげられる

可能性がある．スーパー・生協・果実専門店・卸売会社

が回答した2016年果実の売れ筋期待ランキング43)による

と，2015年から2年間連続でシャインマスカットが1位と

なっており，人気の理由“甘くて種なしで皮ごと食べら

れること”とされていることからも，手軽さは大きな魅

力であると理解される． 

モモは大きく分類すると，硬いモモと軟らかいモモの

2種類があり，硬いモモは皮が剥きにくく，軟らかいモ

モは剥き易いが手が汚れるという欠点がある．山梨県農

政部では大田市場でのモモPRイベントの際，よく洗浄し

た硬いモモを皮ごと試食に出したところ大変好評であっ

たとのことから，硬いモモについては丸ごと食べられる

という情報提供も効果的であると考えられる．一方軟ら

かいモモについては，剥皮した状態で鮮度包装するなど，

まずは手を汚さず食べられる提供形態から習慣的な摂取

を促すことが出来ると期待される． 

 

7－3 特に好んでいないがモモを食べている消費者

（関心期～準備期） 

特に好んでいないが食べている理由として，頂いたか

ら，安かったから，食卓にあったからという消極的な理

由も想定されるが，習慣的に食べていることが想定され

る．公益財団法人中央果実協会が実施した平成26年度果

物の消費に関するアンケート調査報告書（１日摂取量15

0 g以上の層）においても「意識していないが食べてい

る層」では，果物を摂取するようになったきっかけは

「家族が習慣的に食べていたから」が64.9%で最も多く，

ついで「健康に良いと聞いたから」が28.2%11)となって

いた．したがって，この消費者の特徴としては習慣的に

食べる習慣はあるものの，モモに対する評価が低い特徴

があると考えられる．モモをより好きになってもらった

上で食べてもらうためには，美味しさはもちろんである

が，モモを食べることによる具体的なメリットや健康効

果の情報提供が必要となる．マーケティング方法の一つ

である「POP」を用いた情報提供では，売り上げ効果が

高いとされており，2002年にコンビニエンスストア120

店舗の57品目を対象に行った調査結果では，POPの広告

の設置による対象商品の平均販売数量が9.2%増加したと

言われている44)．そこで，モモ自体にPOPのような役割

を果たす情報を付与することにより，モモに興味をもつ

人を増やすことができる可能性がある．情報付与につい

ては，消費者側だけでなく流通業者にとっても要望が高

いとされている．日本農業新聞によると，産地への要望

は「品質・量の安定」が76%，「産地情報の提供」が63

%の要望であるということから，情報付与は双方向から

期待されている．情報付与が普及していない課題として

は，消費者への情報提供の難しさがある．7－1で述べた

三ケ日ミカンは，大田市場での調査時点ではダンボール

への機能性表示のみであったことから，市場での取引を

経て消費者へ流通する間に表示がされなくなる事象が見

られた．一要因としては，袋詰めによる作業工程の中で

シールを貼るというような手間やコストをかけることが

難しいということであった．情報提供については，産地

から確実に消費者まで届けられるようなシステムの構築

も重要である． 

7－4 モモを好まず，食べていない消費者 

（無関心期） 

そもそもモモが好きではなく食べないという無関心な

消費者の心をつかむためには，まずモモに興味を持つ要

素を生み出すことが必要である．うご農業組合（秋田県

羽後町）の例では美少女パッケージで販売した「萌え

米」によりひと月で2年分販売すなわち2008年9月22日の

発売開始から同年10月末までに県外の若者男性を中心に



 

 

2,500件，30トンの売上があったと報告されている45)．同

様に千野氏によると，モモへのキャラクターカードの導

入により全体の23.8%が付加価値を感じ，普段モモを食

べない4.7%の人がキャラクターカードを要因として購入

したと報告している46)．商品におまけをつけて販売した

場合，同種類・価格の商品である場合は93.5%の人がお

まけ付商品を購入すると回答したという報告47)も見られ

ることから，おまけやアニメ等何らかの付与により，モ

モについても注目を得られる可能性はあるものと考えら

れる． 

近年注目された商品開発事例としては，主に観賞用と

して百貨店や海外にも出荷されている四角いスイカ（収

穫前の2週間ほど，強化プラスチックの枠に入れて育て

る）がある．国内では一つ1万3千円ほどであるが，ロシ

アで8万円以上（当時の日本円換算）の値がついたと話

題になっていた48)．また，健康効果に関する情報により

売り上げが増加したケースでは，「梅干しがダイエット

に効果がある」とテレビ放送されたことにより，放送後

の20代の女性の梅干し購入率が600%に上回ったという

記事が見られた49)． 

このように注目される見た目や情報提供を行うことに

より，これまで購入していなかった無関心な消費者が関

心期へ行動変容する契機となることから，食行動の変化

を導くことができると考えられる．ただし目新しさが無

くなった場合，長期間継続する消費および食行動変容は

難しいと考えられるため，無関心期にある消費者に振り

回されないようにする姿勢も重要であると考えられる． 

7－5 主要モモ産地でない地域の消費者 

産地とそれ以外ではモモに関する認識が異なると感じ

られる．近年，メディアなどの影響により周知されつつ

あると感じられるが，山梨県では，古くから完熟する前

の硬いモモを食べる習慣がある．一方，県外の地域の多

くでは完熟した軟らかいモモがいわゆるモモとして認識

されている．山梨県内では，白鳳・日川白鳳・浅間白桃

・あかつき・川中島白桃・ちよひめ等の主要品種をはじ

めとした33品種27)のモモを生産している．モモは品種に

より様々な特徴を持つ果物であるが，産地外の地域では

モモといえば一種類と考えている消費者が多いのが現状

であり，品種毎に理解している消費者は数少ないと予想

される．消費者は「品種」のみで購入に至るわけではな

い11)とされるため，品種のみの情報ではなく，美味しさ

・特徴・食べごろ・品種にあう調理法・健康効果などの

基礎データを分析および提供し，消費者にとって有益な

情報を提供できるような体制が必要であると考えられる．

また，山梨のモモの売り手は，山梨市では「各市場およ

び個別の需要者」「観光客」，笛吹市では「市場」「配

送」「観光客への販売」「特注」3)であるため，観光客

への販売を目的としたお土産品としての需要も高いこと

が予測され，持ち運び容器の研究開発も重要であると推

察される． 

7－6 海外の消費者 

香港など中華圏では日本のモモの人気は高いと言われ

ている一方で，日本のモモ輸入を制限している国は少な

くない．山梨県では，インドネシアなどが輸入の条件と

しているGAP手法の導入・普及を推進するため，平成20

年3月に「山梨県GAP（農業生産工程管理）手法の導入

方針」を策定し，平成21年3月には，県とJAグループで，

「GAP手法導入の手引き」（県・JAグループ）を作成し，

GAP導入・普及を図り，輸出を目指している．中国では，

国家質検総局による許可証が発行されていないため，輸

出できないのが現状となっている．今後の輸出拡大のた

めには，衛生的に輸送できるような品質保持のための包

装形態の工夫および価格に見合う有益な情報の提供につ

いて改善を検討する必要があると考えられる． 

 

8. 消費拡大に向けた提案（結言） 
これらの消費者の分類およびそれぞれの考察を表3に

まとめた．分類すると，消費拡大提案には重複する部分

が見られた．すなわち7－1，7－3，7－5の分類消費者に

ついては「消費者に有益な情報の提供」，7－2，7－5，

7－6の分類消費者については「包装等の提供形態の工

夫」によりモモ消費拡大が見込まれるものと考察された．

消費拡大に向けた提案としては，持続可能性が低い7－4

の消費者については重視せず，それ以外の消費者を7－1

へと少しずつ移行させることが重要であると考えられる．

徳野氏の分析によると，農産物に対する消費者としては，

意識しているが食べていない分裂型消費者が最も母数が

多く，意識して食べている期待される消費者が最も少な

い傾向にあるとされている．また，トランスセオレティ

カルモデルでは，関心期～準備期の段階への支援による

行動変容が最も期待されている．したがって，モモ消費

拡大へ向けた行動変容にアプローチできる可能性が高い

消費者の母数を想定すると，包装等の提供形態の工夫を

重視した上で，消費者まで届く有益な情報提供およびシ

ステムの構築を検討することにより消費拡大へ寄与でき

ることが期待される． 



 

 

  

 

 

 

モモの消費拡大により生産者および山梨県が潤う仕組

みを構築するためには，山梨県として有益な情報を提供

するためのモモの機能性分析や包装技術の開発も重要な

課題であると考えられた．本報告は調査による仮説設定

段階であるが，消費者の視点から課題を抽出し，山梨県

のモモ産業に関するシステムを提案するという視点はこ

れまで見られなかったため，今後新たな一案として提案

していきたい． 

 

（註1）山梨県内の農業生産法人，山梨県農政部職員から

のヒアリングおよび太田市場への見学等から情報を得た． 

（註2）トランスセオレディカルモデルとは，J.O.プロチ

ェスカ提唱した行動変容プロセスである．対象者の段階

に応じた教育の支援や教育効果をとらえることに用いら

れている．行動変化は，「無関心期」「関心期」「準備

期」「実行期」「維持期」の5つの段階を通って起こると

されている．対象者がどの段階にあるかによって働きか

け方を変え，適切な介入を行うことが必要であるとされ

ている12),13)． 
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